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1．はじめに
本活動は、平成 25 年 5 月食物科 2 年生を対象に希望者を募り、空きコマや放課後を利用し、活動を開始した。
今回は主に製菓コースの活動を報告することとする。
　本学科製菓コースに入学する学生の多くは、お菓子を通して人を幸せにしたい、自分の作ったお菓子を美味
しいと言ってもらえた事が忘れられないなど身近な人にお菓子を作り提供することで味わった喜びを進学理由
に挙げており、将来は自分の店を持ちたいと希望している。
　本コースでは、そのような学生達に製菓業の現場で必要とされる能力の習得、つまり「おいしいお菓子が作
れること」「より高度な技術を習得すること」を目的としている。このため週 2 回の製菓実習では、学生一人
ひとりが自らの製品を製造することを基本とし、基本的な製造を身につけるスタイルをとっている。
　またプレインターンシップや喫茶実習では、製品に対する責任感の向上のため大量生産を行い、機械機器の
取り扱いや接客マナーの向上を図っている。このように本コースでは、製菓業における一連の作業において製
造～販売を中心として学生指導が充実していることがいえる。
2．目的
　本コースに在籍する大半の学生が目指す製菓業では、はじめに述べた「製造」「販売」に関する知識と技術
のみではない。
　製造業では、ひとつの製品を考案し完成させる工程、つまり製造に至るまでの「コンセプト設計」「商品設計」
「試作・評価」の前段階も製菓業では重要となるのが現実である。
　この活動を通してコンセプト設計→商品設計→試作・評価→製造→販売の一連の作業を学生が把握し体験す
ることにより、知識・技術の向上そして製菓業における業務を把握することを目的とした。
　また、この活動では実習時や講義で修得した基本的な製造に関する知識や技術を活用し、自分が考案した商
品を完成させるための応用力が必要となる。この活動を通し通常の講義や実習では養う機会の少ない汎用的技
能を培う活動として開始した。
3．活動内容
平成 25 年度
　本コースにて、ある程度の知識や技術を習得した 2 年生を対象に希望者を募り、空きコマや放課後を利用し
活動を開始した。
　活動を開始するにあたり、教員から 2 つのテーマを学生へ提示した。
①長崎県産の原材料を使用すること
②長崎短期大学を連想させる商品にすること
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　教員は、学生にテーマを選択し、商品を開発するよう指示を出すのみにとどめ、あくまで学生主体の活動を
試みることとした。
　学生は、インターネットや資料の他、直売所や菓子店舗に直接出向くなど、テーマに
沿った食材の調査を行うことから始め、コンセプトの設定を行った。
　そして「野菜嫌いの子どもが美味しく食べることができる
お菓子」「長崎県産びわを使ったお菓子」などコンセプトが決
定した後、商品設計および試作を行い、教員等が、コンセプ
トや商品説明、商品の見た目、味に関して総合的に評価を行い、
改善点を開発担当学生にフィードバックした。
　評価に関しては担当教員および本学科教員、製造した学生
意外の本コース学生が行った。
　活動を開始後、4 ヶ月が経過し約 6 品目の商品がある程度完成に近い形となったため、外部の方の意見をい
ただく場を設けた。
　試食会として 8 月に行われた本学のオープンキャンパスにて、高校生 36 名に対し、商品の試食会（6 品）を
開催し、味・見た目・価格の 3 点についてアンケート形式で意見を募った。
　結果、「人参マドレーヌ」や「ほうれん草のブリュレ」について味や見た目の評価が低い事が判明し、製造
した学生と今回消費者となった高校生の間には評価の差が表れた。価格についての回答は、全体の平均価格を
表示している。（表－ 1）
表－ 1）オープンキャンパス試食会
　その後、アンケート結果をもとに改善・新規商品を試作し、10 月に行われた白蝶祭にて、来場された 10 代
～ 70 代の方々（60 名）を対象に再度試食会を開催（4 品）し、同様にアンケート形式で意見を募った。（表－ 2）
表－ 2）白蝶祭　試食会
　2 度の試食会を開催することで学生は、コンセプトに見合った上で、味や見た目をどのように改善するべきか、
またどのような商品が消費者受けがいいのか等を検討するようになり、自分が作りたい商品と消費者が求める
商品（売れる商品）との間には、大きなズレがある事を痛感していた。
　また提供時間を守るため製造方法や製造時間まで考慮し、自分の商品に対して責任を持つようになり学生の
新商品開発活動がもたらす教育効果について（製菓コース）
—101—
行動に変化が生まれた。
　そして 11 月に本コースが毎年開催する喫茶実習にて、1 個 100 円で販売を実施し、本年度の活動を終了した
（5 品）。
　本年度では、教員と学生の空き時間そして土日を利用して活動したため、学生の負担が大きくプレゼンテーショ
ンや原価計算の指導ができず、商品の開発から販売までの全ての過程を実施してもらうことができなかった。
　しかし、ひとつの商品ができるまでの過程、そして原材料の味や風味、色合いを引き出す商品を完成させる
難しさを痛感したとの学生の声を聞くことができた。
　また、1 ～ 3 名で 40 ～ 60 食分の商品の材料発注や提供時間までに製造を行う経験を積み、製造業における
経験や知識を向上できる活動になった。
平成 26 年度 
　本年より、製菓コース 2 年生前期に演習形式の授業「総合演習Ⅱ」
を設け、活動時間の確保を図り、希望者を募った結果 10 名が希望し、
4 月から活動を開始した。
　テーマは前年のテーマに特産品を加えた。
　　①長崎県産の原材料を使用すること
　　②長崎短期大学を連想させる商品にすること
　　③長崎県の特産品を使用すること
　さらに半期 15 回授業の中で 1 人 2 品以上の新しい商品を開発す
るよう指示をした。
　また、売価を 200 円に設定し、原価率（原材料費）を売価の 30％
以下と定め、利益を得る商品設計を図った。（表－ 3）
　開始から 2 ヶ月後、6 月の教員説明会にて高校生教諭 25 名を対象とした商品のプレゼンテーション及び試食
会を開催した。
　学生は商品の色や味などの特徴、商品名の由来などを説明し、一口大にカットしたものを高校生教諭に召し
上がっていただいた。評価はアンケート形式で味、見た目、発表内容で評価を行った。
商品名）floatea（フローティ）
売　価）180 円
表－ 3）原価計算表
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　10 月には昨年と同様、白蝶祭にて各商品 60 食分の試食会を実施し、その結果のもと 11 月の喫茶実習にて販
売を実施した。
　本年度で 13 品の商品を開発し、販売に至った商品は 4 品である。
平成 27 年度
　同様に希望者を募り、総合演習Ⅱに
て活動を開始した。
　本年度は、6 月のプレインターン
シップ活動（2 回）にて各商品 50 食
の販売、10 月には白蝶祭にて 60 食の
販売を行った。
　また、長崎県医療政策課およびＮＰＯ法人葵会で形勢された女性特有のがん対策プロジェクトチームにおい
て、女性特有のがん早期発見および支え合い事業活動が行われており、その活動のひとつである「ＳＡＳＥＢ
Ｏピンクリボン祭り」が 9 月に佐世保市内で開催された。
　そのイベントのひとつとして、「ピンクリボンスイーツコンテスト」が
行われ、本活動の一貫として本コース学生が参加をした。このコンテスト
には、佐世保市で菓子販売等を行う店舗・学校が、プロ部門（3 店舗）・
アマチュア部門（5 店舗）・特別参加部門（2 店舗）に分かれ出場し、本コー
スはアマチュア部門として 3 商品を出品した。
　コンセプトは「ピンク」「リボン」などをイメージしたお菓子である。
考案した商品を当日販売し、来場した地域のお客様に投票していただくシ
ステムになっており、3 商品を各 40 食製造、加えてケークサレを約 50 食
併売し、イベントに来場された地域のお客様へ販売およびピンクリボン活
動の PR を行い、乳がん啓発活動に参加をした。
　ピンクリボンスイーツコンテストの結果、アマチュア部門でグランプリ
を受賞し、地域の方にがん検診の重要性の PR および女性特有のがん早期
発見活動に貢献した。
　本年度は、地域の方を対象としたイベントへの参加を増やしたため開発
商品 9 品中、8 品を販売する事ができた。
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4．商品記録
平成 25 年度
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平成 26 年度
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平成 27 年度
5．まとめ
　本活動を進めていく上で、市場調査により長崎県で栽培されている野菜や果物、そしてその食材を使用した
加工品や特産品等を知り、地域の食について学生の知識を深めていく結果となった。さらに原材料の本来の味、
鮮やかな色合いなど特性を活かした商品を考案することがいかに難しい事であるかを実感し、商品が出来上
がっても原価計算をすると高額になってしまい販売商品として成り立たない事が多々有り、失敗をしながらも
試行錯誤を繰り返していた。
　製菓業の一連の作業を実際に体験することにより、知識や技術の向上のみにとどまらず、行動力や忍耐力な
ど活動を通して学生の成長を感じることができた。
　実際に自分が開発し製造した商品をお客様に食べて頂き「美味しい」とのお声をいただいた学生は、自らの
夢である製菓業という道を再認識することができていたように感じる。
　本活動を開始してから 3 年が経過したが、市場調査やプレゼンテーション内容等、まだまだ不足しているた
め今後の課題は多々ある。市場調査では、地産の食材や特産品の調査を行ったものの実際に生産者や販売者か
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らの声を調査するには至らず、生産者・販売者の思いや希望を組み込まずに学生が生産・販売されているもの
のみをピックアップしていった。またプレゼンテーションの実施は 1 回のみに留まり、開発者（学生）と消費
者（お客様）の意見交換の場としては試食会や販売時の少ない時間やアンケートのみであった。
　今後の活動の課題として、開発者である学生と地域の生産者や販売者、そして消費者との意見交換の場を設
け、この交流によって学生は地域の方を通して社会と触れることで多彩な知識や認識が育まれ自分自身を成長
させる機会となると考える。またこの交流により地域の活性化につながることを期待している。
　なお、本活動は長崎短期大学　平成 25 年度から平成 27 年度まで、傾斜配分研究費の助成を受けて行ったも
のである。
